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去
る
七
月
二
十
九
日"

土#

午

後
七
時
よ
り
、
厳
島
神
社
（
兵
庫

県
洲
本
市
本
町
）
で
、
日
本
会
議

兵
庫
淡
路
島
支
部
平
成
二
十
九
年

度
・
第
七
回
総
会
並
び
に
記
念
講

演
会
を
開
催
し
た
。!

先
ず
、
第
一
部
の
記
念
講
演

で
は
伊
弉
諾
神
宮
宮
司
・
神
道
政

治
連
盟
兵
庫
県
本
部
長
の
本
名
孝

至
先
生
を
講
師
と
し
て
、
演
題

｢

淡
路
が
生
ん
だ
樋
口
季
一
郎
中

将｣

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。!本

名
先
生
の
講
演
で
は
先

ず
、
樋
口
中
将
の
出
生
と
生
立

ち
、
人
と
な
り
の
ご
説
明
が
あ

り
、
「
優
し
く
て
律
儀
で
頭
脳
明

晰
で
、
外
国
語
を
何
ヶ
国
語
も
遣

い
分
け
る
。
そ
ん
な
立
派
な
軍
人

が
歴
史
の
中
で
埋
も
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
残
念
で
、
中
将
は

淡
路
島
生
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
他

に
も
多
く
の
偉
人
や
高
貴
な
方
が

お
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
淡
路
島
。
そ
の
島
の
方
々
に
、

是
非
そ
の
事
実
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
し
て
そ
の
偉
人
の
方
々

を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
土
壌
を

育
む
の
が
、
今
の
時
代
の
日
本
会

議
の
責
務
だ
と
思
う
。
」
と
話
し

た
。!樋

口
季
一
郎
氏
は
明
治
二
十

一
年
八
月
、
現
南
あ
わ
じ
市
阿
万

の
奥
濱
家
に
生
ま
れ
る
。
三
原
尋

常
高
等
小
学
校
を
首
席
で
卒
業

し
、
丹
波
篠
山
の
鳳
鳴
義
塾
卒
業

の
後
に
軍
人
の
道
へ
進
む
。
明
治

三
十
五
年
に
大
阪
陸
軍
地
方
幼
年

学
校
を
次
席
で
、
明
治
四
十
年
に

中
央
幼
年
学
校
（
後
の
士
官
学
校

予
科
）
を
卒
業
の
後
、
第
一
師
団

歩
兵
第
一
連
隊
（
東
京
）
に
配

属
。
生
家
で
あ
る
奥
濱
家
が
没

落
。
父
方
の
叔
父
で
陸
軍
軍
人
で

あ
っ
た
樋
口
勇
次
、
と
よ
夫
妻
の

養
子
と
な
る
。
そ
の
後
、
陸
軍
士

官
学
校
（
第
二
十
一
期
）
、
陸
軍

大
学
校
（
第
三
十
期
）
卒
業
。
陸

軍
大
尉
と
な
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
へ
特
務
機
関
員
と
し
て
派

遣
さ
れ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
特
務
機

関
長
、
参
謀
本
部
、
朝
鮮
軍
参
謀

を
歴
任
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館
付

武
官
と
な
り
、
学
生
時
代
に
懸
命

に
勉
強
し
た
語
学
を
活
か
し
、
欧

州
の
各
国
を
巡
り
事
情
を
周
知

し
、
幼
年
学
校
時
代
に
親
交
の

あ
っ
た
石
原
莞
爾
氏
を
は
じ
め
、

様
々
な
人
脈
の
導
き
が
あ
り
国
際

的
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。!

殊
に
、
昭
和
十
三
年
三
月
。

ド
イ
ツ
の
迫
害
を
受
け
た
ユ
ダ
ヤ

人
の
難
民
が
、
ソ
連
側
の
満
州
国

と
の
国
境
付
近
の
オ
ト
ポ
ー
ル
に

集
結
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
接
近
を

慮
る
満
州
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
難

民
の
入
国
を
拒
否
し
た
た
め
、
立

ち
往
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

オ
ト
ポ
ー
ル
事
件
で
あ
る
。
偶
々

ハ
ル
ピ
ン
に
て
特
務
機
関
長
を
務

め
少
将
と
な
っ
て
い
た
樋
口
氏

は
、
予
て
か
ら
交
誼
の
あ
っ
た
満

州
鉄
道
総
裁
の
松
岡
洋
右
氏
や
東

條
英
機
氏
と
親
交
が
あ
っ
て
、
難

民
開
放
の
た
め
人
道
的
な
立
場
で

大
変
な
努
力
を
重
ね
、
ソ
連
と
の

国
境
線
を
越
え
る
満
鉄
の
特
別
列

車
で
ハ
ル
ピ
ン
へ
移
送
し
た
。
一

日
二
往
復
だ
け
で
は
収
容
出
来
な

い
と
松
岡
氏
を
説
得
し
、
特
別
列

車
の
増
便
を
図
り
、
世
界
ユ
ダ
ヤ

協
会
の
発
表
で
は
約
二
万
人
も
の

難
民
を
救
済
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
満
州
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
組
織

が
あ
り
、
五
日
間
の
ビ
ザ
を
発
行

し
て
、
米
国
や
上
海
を
は
じ
め
全

世
界
各
地
へ
移
住
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
救
わ
れ
た
難
民
は
二
万
人

も
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る

が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
駐
在
の
外
務
省

文
官
で
あ
っ
た
杉
原
千
畝
氏
が
同

じ
く
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
済
し
た
事
は

有
名
で
あ
り
、
こ
の
方
々
も
含
ま

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

二
、
三
千
規
模
の
人
々
を
十
三
回

に
亘
っ
て
誘
導
し
た
と
の
説
明
も

あ
る
。!

ま
た
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
後

は
、
北
部
軍
司
令
官
（
札
幌
）
と

し
て
、
米
国
と
の
数
々
の
激
戦
を

指
揮
。
昭
和
十
八
年
五
月
、
無
念

の
ア
ッ
ツ
島
の
将
兵
二
六
〇
〇
余

柱
の
壮
絶
な
る
玉
砕
を
経
験
。
指

揮
官
と
し
て
苦
悩
の
決
断
を
し
た

樋
口
中
将
は
、
同
年
七
月
、
キ
ス

カ
島
で
の
将
兵
五
一
八
三
名
の
奇

跡
の
撤
退
作
戦
を
成
し
遂
げ
る
。

同
年
八
月
八
日
。
ソ
連
軍
は
満

州
、
朝
鮮
半
島
そ
し
て
北
海
道
の

占
領
と
共
産
化
を
目
的
と
し
て
、

一
方
的
に
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
破

棄
し
進
撃
。
昭
和
二
十
年
八
月
十

五
日
終
戦
。
北
部
復
員
監
と
し
て

武
装
解
除
等
の
指
揮
を
執
っ
て
い

る
最
中
の
十
八
日
早
朝
、
ソ
連
軍

が
占
守
島
に
侵
攻
。
断
固
反
撃
を

指
示
し
、
自
衛
の
た
め
全
軍
武
器!



! を
持
っ
て
勇
敢
に
戦
い
こ
れ
を
撃

退
。
結
果
的
に
ソ
連
の
目
的
で

あ
っ
た
北
海
道
へ
の
侵
攻
の
野
望

を
阻
止
し
た
。
そ
の
後
に
ソ
連
軍

は
北
方
領
土
を
占
領
し
今
日
ま
で

領
土
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。

樋
口
中
将
の
決
断
に
よ
っ
て
、
日

本
が
朝
鮮
半
島
や
ド
イ
ツ
の
様

に
、
同
じ
民
族
で
あ
り
な
が
ら
南

北
や
東
西
に
別
れ
る
こ
と
に
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
民
族
に

と
っ
て
ど
れ
だ
け
価
値
の
あ
る
決

断
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
戦
後
の
東

京
裁
判
で
の
戦
犯
の
扱
に
つ
い
て

も
、
中
将
の
拘
わ
っ
た
道
内
の
捕

虜
収
容
所
に
つ
い
て
、
占
領
軍
が

戦
犯
を
立
件
す
る
た
め
詳
細
な
調

査
を
す
る
が
、
何
一
つ
虐
待
や
非

人
道
的
な
取
扱
い
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
ソ
連
は
戦
犯
と
し
て
裁

く
よ
う
に
申
し
出
る
が
、
救
わ
れ

た
世
界
ユ
ダ
ヤ
協
会
の
米
国
在
住

の
人
々
が
米
国
国
防
省
に
救
い
の

嘆
願
を
し
、
戦
犯
と
し
て
の
訴
追

を
免
れ
る
事
が
で
き
た
の
で
あ
っ

た
。!締

め
括
り
に
、
「
武
人
で
あ

り
な
が
ら
大
変
優
し
い
お
心
を
持

ち
、
大
所
高
所
に
立
っ
て
様
々
な

方
を
人
道
的
に
誘
導
さ
れ
た
こ
の

方
を
、
今
後
も
顕
彰
す
る
こ
と
を

さ
せ
て
戴
き
た
い
。
一
時
代
を
走

り
抜
け
た
偉
人
が
い
た
こ
と
を
皆

様
に
も
う
一
度
確
認
し
て
戴
き
、

歴
史
の
中
で
は
隠
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
大
い
に
顕
彰
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
が
各
地

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
い
っ
た

方
々
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
そ

の
気
持
ち
を
我
々
も
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
少
し
で
も
世
の
中
が
良
い

方
向
に
立
ち
直
っ
て
い
き
ま
す
よ

う
に
、
志
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と

郷
土
の
偉
人
顕
彰
を
訴
え
ら
れ

た
。!戦

中
、
日
本
人
は
悪
い
こ
と

ば
か
り
し
て
、
侵
略
を
し
て
搾
取

を
し
た
と
自
虐
的
に
声
高
に
言
う

方
も
あ
る
が
、
今
こ
そ
日
本
会
議

の
組
織
を
挙
げ
て
、
我
々
の
先
人

達
が
立
派
な
人
道
的
な
立
場
で
、

民
族
の
独
立
の
為
尽
く
さ
れ
た
こ

と
を
、
も
う
一
度
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
。!

引
続
き
第
二
部
の
総
会
で
は
、
地

元
選
出
の
衆
参
両
院
の
国
会
議
員

（
秘
書
代
理
）
、
兵
庫
県
議
会
議

員
、
淡
路
島
内
の
三
市
よ
り
市
議

会
議
員
と
島
外
の
日
本
会
議
関
係

者
を
迎
え
、
約
八
十
名
の
有
志
が

集
っ
た
。
事
業
報
告
・
会
計
決
算

報
告
な
ら
び
に
事
業
計
画
等
が
審

議
さ
れ
、
締
め
括
り
に
「
国
生
み

の
島
の
誇
り
と
日
本
の
歴
史
・
伝

統
・
文
化
を
尊
重
し
、
明
る
く
豊

か
な
日
本
の
創
造
と
、
憲
法
改
正

の
実
現
を
目
指
し
て
国
民
運
動
を

推
進
す
る
。
」
と
の
宣
言
文
が
採

択
さ
れ
閉
会
し
た
。!

!
!

!
!

!

!
!

!

（
淡
路
島
支
部
事
務
局
）!
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日
本
会
議
兵
庫
で
は
、
会
員
相

互
の
意
思
疎
通
の
機
会
と
し
て
、

今
年
度
よ
り
「
新
人
研
修･

並
び
に

歓
迎
会
」
が
計
画
さ
れ
た
。
兵
庫

県
は
広
く
、
二
分
し
て
東
は
神
戸

市
で
、
西
は
姫
路
市
で
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。!

!

西
の
開
催
は
、
去
る
八
月
五
日

午
後
四
時
二
十
分
か
ら
六
時
半
ま

で
兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社
参
集
殿

に
於
い
て
新
入
会
員
十
八
名
、
各

支
部
役
員
十
名
を
加
え
二
十
八
名

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
「
日

本
会

議
」
に
参
加
し
た
も
の
の
「
日
本

会

議

っ

て

何
？
」
「
ど

ん

な

グ

ル
ー
プ
」
と
の
疑
問
に
答
え
る
思

い
も
あ
っ
た
。
「
ど
ん
な
こ
と
す

る
」
と
い
ぶ
か
る
会
員
へ
の
思
い

の
払
拭
、
会
員
間
の
忌
憚
の
な
い

「
意

見

交

換
」
「
心

の

つ

な

が

り
」
必
要
だ
っ
た
。
酒
を
含
め
た

飲
食
の
会!

そ
れ
が
一
番
の
近
道

か
も
し
れ
な
い
、
企
画
側
の
意
見

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。!

!

会
長
挨
拶
、
各
支
部
の
活
動
発

表
と
と
も
に
、
新
し
い
会
員
の
皆

さ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り
述
べ
て

頂
い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
歴
を
通
じ
て
話
、
改

め
て
驚
き
と
力
強
さ
を
感
じ
た
の

は
筆
者
だ
け
だ
っ
た
ろ
う
か
。!

初
め
て
の
会
は
上
手
く
機
能
し

た
。
東
播
磨
支
部
支
部
長
・
日
岡

神
社
日
岡
宮
司
も�x

集
ま
っ
て
会

食
す
る
ー
こ
れ
は
昔
か
ら
よ
く
言

わ
れ
る
「
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
」

と
い
う
こ
と
だ
、
と
結
束
を
締
め

く
く
っ
て
い
た
だ
い
た
。!

二
時
間
の
予
定
が
あ
っ
と
い
う

間
に
飛
ん
で
ゆ
く
。
予
定
の
集
合

写
真
も
撮
れ
な
か
っ
た
。
当
会
場

（
姫
路
護
國
神
社
）
で
八
月
二
十

六
日
（
土
）
開
催
の
中
・
西
播
磨

支
部
の
総
会
・
記
念
講
演
会
・
懇

親
会
に
、
ま
た
「
同
じ
釜
の
飯
を

食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
約
し
て
解
散

し
た
。!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

!

（
中
西
播
磨
支
部
事
務
局
）!

!
!

! ! ! 平成$%年%月$$日! ! ! ! ���œ�·	��	�¢�Ä�I�Ä�?�£ ! ! ! ! 第&%&号!

! 憲
法
改
正!

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！!

!

今
回
は
、
終
戦
記
念
日

が
入
る
の
で
、
支
部
総
会

の
原
稿
の
文
字
数
を
増
や

し
て
支
部
事
務
局
に
依
頼

し
て
み
ま
し
た
。!

!

ご
講
演
に
つ
い
て
は
思

い
入
れ
の
強
い
も
の
と

な
っ
て
い
そ
う
に
感
じ
た

か
ら
で
す
。!

!

御
多
忙
に
も
拘
ら
ず
快

諾
頂
い
た
支
部
に
は
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。!



! ! ! 平成$%年%月$$日! ! ! ! ���œ�·	��	�¢�Ä�I�Ä�?�£ ! ! ! ! 第&%&号!

! 《
中
・
西
播
磨
支
部
》!

!
総
会
・
記
念
講
演
会
・

懇
親
会!

報
告!

!

◎
総!

会!

!

去
る
八
月
二
十
六
日(

土)

午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
兵
庫
縣
姫
路

護
国
神
社
参
集
殿
に
お
い
て
、
平

成
二
十
九
年
度
日
本
会
議
兵
庫!

中
・
西
播
磨
支
部
の
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
前
年
度
の
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
な
ら
び
に
今
年
度
の

計
画
案
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

併
せ
て
宣
言
文
が
採
択
さ
れ
た
。

支
部
設
立
十
周
年
総
会
に
ふ
さ
わ

し
く
約
五
十
名
の
参
加
を
み
た
。!

尚
、
当
支
部
の
中
心
活
動
は
学

習
会
に
お
い
て
お
り
、
今
年
は

「
近
現
代
の
人
物
に
学
ぶ
」
と
題

し
て
、
例
年
通
り
年
六
回
の
学
習

会
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
八
月
五
日
の

第
四
回
学
習
会
の
後
、
会
員
拡
大

と
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
県
西
部

の
新
会
員
対
象
に
、
当
支
部
が
担

当
し
て
、
「
新
会
員
研
修
と
歓
迎

会
」
を
実
施
し
た
旨
報
告
。!

学
習
会
に
つ
い
て
も
、
従
来
、

役
員
の
み
が
担
当
し
て
き
た
講
師

も
、
今
後
は
広
く
一
般
会
員
の
中

か
ら
も
募
り
、
会
員
の
輪
と
新
し

い
風
を
期
待
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
会
員
相
互
の
信
頼
と
連
帯
が

獲
得
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
。!

!

◎
記
念
講
演
報
告!

「
ロ
シ
ア
革
命
百
年
の
呪
縛
」

と
題
し
て
、
産
経
新
聞!

副
社
長

大
阪
代
表!

斉
藤!

勉
氏
に
、
世

界
各
地
の
紛
争
、
国
際
政
治
、
日

本

の

あ

る

べ

き

社

会

等

を
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ッ
ク
に
語
っ
て

頂
い
た
。
翌
日
、
「
産
経
新
聞
」

に
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。!

!
ー
産
経
新
聞
掲
載
記
事
ー!

!

「
革
命
の
呪
縛!

!!
!

������解
け
る
ま
で
報
道
」!

!

斉
藤
・
本
紙
副
社
長
、!

!
!

!
!

!
!

姫
路
で
講
演!

日
本
会
議
兵
庫
中
・
西
播
磨

支
部
の
平
成
２
９
年
度
記
念
講

演
会
が
２
６
日
、
姫
路
市
本
町

の
姫
路
護
国
神
社
で
開
か
れ
、

産
経
新
聞
社
の
斉
藤
勉
副
社
長

大
阪
代
表
が
「
ロ
シ
ア
革
命
百

年
の
呪
縛
」
と
題
し
て
講
演
し

た
＝
写
真
。!

講
演
会
に
は
会

員
ら
約
１
０
０
名
が!

参
加
。

９
年
間
に
わ
た
っ
て
モ
ス
ク
ワ

特
派
員
を
務
め
、
「
ソ
連
、
共

産
党
独
裁
放
棄
へ
」
の
ス
ク
ー

プ
で
日
本
新
聞
協
会
賞
を
受
賞

し
た
斉
藤
副
社
長
の
分
析
に
耳

を
傾
け
た
。!

斉
藤
副
社
長
は
、
ソ
連
の
基

礎
を
築
い
た
の
は
ス
タ
ー
リ
ン

で
、
そ
の
国
家
運
営
手
法
は
軍

部
と
情
報
機
関
を
使
っ
た
恐
怖

政
治
で
あ
り
、
反
対
勢
力
の
粛

清
だ
っ
た
と
主
張
。
そ
の
上
で

「
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
起
き
た

こ
と
が
今
、
世
界
で
起
き
て
い

る
。
そ
の
呪
縛
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。!

!
!

!
!

!

具
体
的
に
は
、
ロ
シ
ア
の
ク

リ
ミ
ア
半
島
併
合
や
中
国
に
よ

る
南
シ
ナ
海
の
実
効
支
配
が

「
ソ
連
に
よ
る
北
方
領
土
の
強

奪
に
淵
源
が
あ
る
」
と
指
摘
。

ソ
連
が
日
本
人
捕
虜
に
対
し
て

行
っ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
、

「
壮
大
な
拉
致
事
件
だ
っ
た
」

と
指
弾
し
、
「
呪
縛
が
解
け
る

ま
で
事
実
を
報
道
し
続
け
る
」

と
結
ん
だ
。!

!
!

（
二
〇
一
七
・
八
・
二
七
）!

◎
懇
親
会!

引
き
続
き
、
午
後
四
時
三
十
分

か
ら
は
少
し
離
れ
た
町
中
の
「
福

亭
」
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
催
。

講
演
者
の
副
社
長
斉
藤!

勉
氏
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
た

ち
四
十
二
名
が
賑
々
し
く
懇
親
を

深
め
た
。
料
理
を
つ
つ
き
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
ま
る
で
講

演
の
続
き
と
ば
か
り
に
、
講
師
へ

の
質
問
や
会
員
ら
の
日
頃
の
思
い

が
活
発
に
行
き
交
っ
た
。!

誰
が
言
い
出
し
た
の
か
は
解
ら

な
い
が
、
や
が
て
『
海
ゆ
か
ば
』

を
一
緒
に
謳
お
う
と
声
が
上
が

り
、
お
互
い
に
肩
を
組
み
合
っ

て
、
人
の
波
が
大
き
く
ゆ
っ
く
り

う
ね
り
は
じ
め
る
。
声
の
響
き
に

連
れ
て
、
会
員
た
ち
の
心
の
絆
も

さ
ら
に
広
く
深
く
な
っ
て
い
っ

た
。!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

!
!

（!

中
・
西
播
磨
支
部
事
務
局!

）!


